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3.1 調査の概要  
 























 3.2.1 機関の概要  
 





















は，通常で 300 人から 400 人，ピーク時に 500 人程度である．ただ，年間を通して，人数
の起伏が激しい．例えば，入学のタイミングで相談の数（新規で生徒を登録する数）が増え
る．あるいは子どもが転校するタイミングや，卒業時にも相談を受けることが多い4．対応
している子どものうち，3 分の 2 ぐらいが，何らかの発達障害，精神的な障害（鬱病や，自













には，2 回とか 3 回の授業の遅れを取り戻すために，この機関の教員が各施設に出向し，週
10 時間から 20 時間の授業を生徒に受けさせる．提供期間は，通常，3-4 週間であることが
多い．モバイル授業は，生徒によっては，1 年ないし 2 年の長い期間対応することになる．




















































































































2016 年 2 月 16 日に，2 ヶ所目として訪問したのは，Weidenhof という自閉症者を対象と
したグループホームである．ハンブルクから東に向かって電車で１時間ほどの Hitzacker と










現在，この場所とここから 5 キロ離れている 2 カ所の施設に，それぞれ 16 人と 18 人の
入居者がいる．もう 1 人は，敷地内ではあるがアパートで暮らしている．この人は重度の
自閉症であり，マンツーマンで特殊な介護を受けている．その他に，集団で暮らすことがで





施設には，美術，木工，ガーデニングの 3 つの作業場がある．1 人のスタッフがリーダー
となり，3 人から 4 人の入居者に対応している．ドイツでは一般的に 1 人対 13 人ぐらいで
あり，1 人対 20 人といったところもあるので，ここはその点でも例外的である． 
住居と作業場を物理的に離して，住むことと仕事をすることを明確に分けている．住居
から作業服に着替えて出かけるなど，1 日の場所を分けることが重要である．グループは 2
つあり，それぞれ男性 7 人と女性 1 人から構成されている．作業場には調理場もある．決


















ガーは特殊能力があるということで評価されるが，カナー型自閉症の 3 分の 1 の人は言葉
を発しないため，親の対応が異なり，後者が注目を浴びることはない． 
入居者の一日のタイムスケジュールは次のようになっている．7 時に起床し，8 時に朝食
を摂る．9 時から作業を始める．作業の始めには，庭を散歩するか，乗馬をする．10 時 30
分から 11 時はティータイムで休憩する．11 時から 12 時は作業する．12 時から 14 時 30 分
までは昼食及び休憩である．この時間帯にスタッフは毎日ミーティングをする．参加は必
須であり，出欠をとる．15 時から 16 時 30 分は再び作業する．作業には，入居者のなかで
のリーダーみたいな人はいない．入居者個人がやりたいことを見つけるのには時間がかか
って骨が折れる．ただ座っていることが幸せということもあるが，何か見つけたい． 
16 時 30 分からは自由時間であり，マッサージ，音楽セラピー，ダンス，床屋に行く，運


























































	 2 月 16 日の午後に，3 ヶ所目として訪問したのが，autismus Deutschland e.V.（ドイツ自閉
症協会）である．私たちの行った調査では，フレーゼ氏（Mr. Christian Frese）とノルテ氏（Mr. 













自閉症協会は 1970 年に，当事者の両親によって設立された．この背景には，1970 年代に
なってから自閉症の診断ができるようになってきたということがあるという．自閉症関連
団体は，特定の地域に限定された協会がいくつかできてきているが，この組織はそれらの
代表組織として存在しているという．自閉症協会の加盟者は 1 万人を超え，その約 8 割は
当事者の親である．自閉症協会理事会は 7 人で構成され，その内 5 人は自閉症当事者の親
で，残りの 2 人は心理士となっている．2006 年からは団体による加入も受け付けるように




































































































 3.5.1 学校の概況  
 
















 3.5.2 スタッフへのインタビュー  
 
最初に，校長 A さん，ならびに，同校でスタッフとして勤務している B さん，C さんに
この学校の歴史や普段の学校の様子などについて話をうかがった．B さんも C さんも，シ
ュタイナー教育の独特の教授法の 1 つである，言葉と音楽の療法であるオイリュトミュー









2016 年 3 月現在で，1 年生から 12 年生まで 101 人の子どもが在籍していた8．教員が 25
人．行政から財政支援を受けているが，子ども 1 人あたりの学費も月 200 ユーロとなって






























































 3.5.3 生徒・保護者へのインタビュー  
 
同校の生徒や保護者を交えてのインタビューを行った．A さん，B さんも同席のもと，生
徒の D さん，D さんの父親，生徒の E さんに話を伺った． 
 
 3.5.3.1 D さん:10 年生  
 





ることが趣味である．ギターは 12 歳から演奏している．オーケストラで演奏するのと 1 人
で演奏するのは違う．みんなで演奏できることに満足している． 






















 3.5.3.2  E さん:11 年生  
 
次に，話を聞いた E さんは，現在 11 年生で，5 年生の時に，別の学校から転校してきた．
前の学校では，変人扱いをされ，良い思い出がないとのことである．この学校には，非常に






























5 ヶ所目は，就労支援機関の Specialisterne である．Specialisterne は事務所を持っていない





ドイツの Specialisterne は，2013 年 3 月に，ミュンヘンに拠点をおく自閉症の人の就労を
支援する非営利組織として設立された．Specialisterne は「スペシャリスト」を意味するデン





を使用している形である．Matthias Prössl 氏によると，Specialisterne は各国の福祉のシステ
ムにあわせて運営しているとのことであった．Matthias Prössl 氏と Thorkil Sonne 氏は，ドイ




Matthias Prössl 氏が Thorkil Sonne 氏に直接連絡を取り，ドイツでシンポジウムを開催するな
どしている．ドイツの Specialisterne は Matthias Prössl 氏が 1 人で運営しており，IT プログ
ラマーだった経験を生かして，IT コンサルタントもしている． 
Matthias Prössl 氏によると，ドイツでは人口の 1％が自閉症・アスペルガーではないかと





彼らの企業での雇用をめざすのが Specialisterne のミッションである． 
ドイツでは，就職のシステムは自動化しており，人事の担当者に履歴書を送ってから実
際の面談があるが，自閉症の人はセルフマーケティングできないため，面接はハードルが









































れを自然にできるようにするには 6 週間はかかる．最初の 2-3 週間は，Specialisterne でサポ







Specialisterne 設立から 3 年で，約 30 人が就労し，20 人以上は今も働いている．30 人の
うち 20 人は SAP に就職した．SAP はドイツに本社を置くヨーロッパ最大級のソフトウェ
ア会社で，１つの制度として 20 人の自閉症を雇用しようという試みである．ドイツでは，






就職後は SAP の心理士が彼らをコーチングしている． 
他の企業からの問い合わせは，1-3 人くらいの枠である．リスクが大きいので，まずは 1
人からやってみようという企業が多い．SAP 以外に就職した 10 人は，さまざまな企業に就
職しており，職種もシステムアドミニストレータ，ソフトウェアのアルゴリズムの解析，プ
ログラマー，非破壊検査，データをチェックする仕事などいろいろである．SAP と異なり，














そのつど募集する．Matthias Prössl 氏が 1 人でやっているので，プールしていくための人出





















最新の情報を確認するために，ドイツ Specialisterne の Web サイトを確認したところ，残
念なことに，トップページに個人的および経済的理由でドイツでの仕事をやめるとの挨拶
文があった10．掲載日付が分からなかったため，Facebook でも確認したところ，同じ文章が
2017 年 3 月 10 日に掲載されていた11．4 年間で 40 人を超える人たちをサポートしたとの記
述も確認できたため，われわれの調査時点からさらに１年間で10人の就労支援をした後に，

















AUTOWORKER 側の出席者は，次の 5 人である． 
F 氏は 60 歳の女性で，3 人の子どもがおり，アスペルガーの診断を受けている．








G 氏は 28 歳の男性で，大学で経済学を修めた．5 歳の時にアスペルガーの診断を受けた．












そのほか，後から聞き取りに参加した I という女性は，Facebook の管理者をしている． 












すでにたびたび言及された AUTICON とは密接な関係にある．5 カ所目の聞き取り先の
Specialisterne にはドイツで投資をしてくれる人がいなかったため，そこと分かれて






















AUTOWORKER は，H 氏が第一の設立者である．きっかけは，3 年に 1 度開催の 2008 年
秋のシンポジウムで H 氏が Specialisterne の Thorkil Sonne 氏に出会った．そこで長い間話
をした．落胆するような話である．ドイツで何かをするには数年かかる．そこで，自分たち
で何かを始めないといけないと思った．そして，2009 年春に AUTOWORKER を 10 人で設
立した．H 氏と F 氏は思想を共有している．AUTOWORKER は，組織として，株式会社と
同じである．社会主義の中から生まれた協同組合であり，NPO ではない法人である．現在，
36 人の会員数である． 
AUTOWORKER とは別組織として Autosocial 協会があり，そちらは発達障害のある人び
とのために住居を探したり，夏休みのレクリエーションの企画をしたりする活動を行って
いる．これには費用は発生しない．AUTOWORKER は，仕事に関連したことをする．



















会員 36 人は，全員有志であり，他の仕事を持っている．ドイツでは 60 歳以上で長期間
無職だと生活費の 70%を職安から出す制度があり，F 氏だけはそこからお金をもらってい
る．G 氏によると，最低賃金は月 800 ユーロである． 
能力を伸ばす，強みを伸ばす，自信をつけるようなコーチングを含む自閉症を対象とし
たスキルワークショップの参加者は，延べ 700-800 人になる．ただし，正式な診断書の提出
を求めているわけではない．相談者は，200 人にのぼる．1 人 1 時間くらい会話する．1 時
間で 35 ユーロを 2 年前からとるようになった．このうち 20-30 人くらいは長期的支援をし
































































































年金についてである15．ドイツにおいては，障害年金は 2 種類に分けられ，1 日 3 時間未満





































































































ぱら雇用している社会的企業である．2016 年の聞き取り時よりも AUTICON はさらに発展し，現在で
は 150 人以上の自閉症者を雇用しており，また海外展開も図っている．以下が AUTICON の Web サイ
トである．https://auticon.de/（2019 年 3 月 18 日取得）． 
7 Stadtwaldschule Achim https://stadtwaldschule.wordpress.com/about/（2019 年 2 月 11 日取得）． 




10 http://de.specialisterne.com/（2019 年 1 月 24 日取得）． 
11 https://www.facebook.com/specialisterne.de/（2019 年 1 月 24 日取得）． 
12 http://specialisternefoundation.com/（2019 年 1 月 24 日取得）． 
13 ABA(Applied Behavior Analysis)はアメリカの心理学者 B. F. スキナーが創始した行動分析学を社会の
諸問題に応用しようとしたもので，教育，医療，福祉，看護などの諸領域で用いられている．人の行
動や心の動きを，個人とそれを囲む社会環境との相互作用という視点から理解しようとするところに
その特徴がある．1980 年代にアメリカの UCLA の O. I. ロバース博士らによって発達障害の療育に用
いられるようになり，それ以降広まることになった． 





15 ドイツにおける障害年金に関する情報は，ドイツ年金保険組合の以下の Web サイトから得た．
https://www.deutsche-
rentenversicherung.de/Allgemein/LeichteSprache/Navigation/01_wenn_ich_alt_werde/rentenarten/erwerbsmin
derung/erwerbsminderung_node.html（2019 年 2 月 23 日取得）． 
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What is a system that allows young people with developmental disabilities to move smoothly from 
school to employment and how can it be constructed? In order to examine this issue, each country is 
selected from three regimes based on the welfare regime theory and international comparative 
research is conducted in the four countries including Japan. This article features Germany as a 
conservative welfare regime. We report on the results of field survey on institutions and organizations 
that support youth with developmental disability, mainly conducted in northern Germany, and 
consider the support of people with developmental disabilities in German welfare state system based 
on it.  
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